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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月24日(2016.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性医薬組成物であって：
－活性成分としてのペプチドＡｃ－Ａｒｇ－ｃ（Ｃｙｓ－Ｄ－Ａｌａ－Ｈｉｓ－Ｄ－Ｐｈ
ｅ－Ａｒｇ－Ｔｒｐ－Ｃｙｓ）－ＮＨ2又は医薬的に許容可能なこれらの塩、及び
－１種以上の水可溶性又は水分散性ゲル化剤
を含み、
前記ゲル化剤は、組成物の総重量に対して１０～５０重量％の範囲の濃度で存在する、
該組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物であって、前記ペプチドが塩形態である該組成物。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の組成物であって、前記ペプチドの医薬的に許容可能な塩が、酢
酸塩又はヘプタン酸塩、及び好ましくは酢酸塩である該組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物であって、前記ペプチド又はこれらの塩は
、組成物の総重量に対して０．１～２５重量％、好ましくは０．１～１０重量％の範囲の
濃度で存在する該組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物であって、前記ゲル化剤がポリエーテル及
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びポリオールから選択される該組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物であって、ゲル化剤が、組成物の総重量に
対して１５～４０重量％の範囲の濃度で存在する該組成物。
【請求項７】
　請求項５に記載の組成物であって、前記ポリエーテルが、ポリエチレングリコール及び
好ましくはＰＥＧ４００から選択される該組成物。
【請求項８】
　請求項７に記載の組成物であって、前記ポリエーテルが、組成物の総重量に対して１５
～４０重量％及び好ましくは２０～３５重量％の範囲の濃度で存在するＰＥＧ４００であ
る該組成物。
【請求項９】
　請求項５に記載の組成物であって、前記ポリオールがグリセロールである該組成物。
【請求項１０】
　請求項９に記載の組成物であって、前記ポリオールが、組成物の総重量に対して１５～
４０重量％及び好ましくは２５～４０重量％の範囲の濃度で存在するグリセロールである
該組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の組成物であって、前記ペプチドが、それを必要
とする患者内で長期間にわたって放出される該組成物。
【請求項１２】
　請求項５に記載の組成物であって、前記化合物の前記放出が、以下の時間持続する該組
成物：少なくとも２時間、好ましくは少なくとも６時間、更に好ましくは少なくとも８時
間、更に好ましくは少なくとも１０時間、及び更に少なくとも１２時間。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１４】
配合物２と同様に、配合物４は、２倍を超えるＣmax減少、及び、２倍分のＴmax増加を示
した。
一側面において、本発明は以下の発明を包含する。
（発明１）
　水性医薬組成物であって：
－活性成分としてのペプチド、及び
－１種以上の水可溶性又は水分散性ゲル化剤
を含み、
前記ペプチドは以下から選択され：１種以上のメラノコルチン受容体（ＭＣ－Ｒ）のリガ
ンド又は医薬的に許容可能なこれらの塩、及び
前記ゲル化剤は、組成物の総重量に対して１０～５０重量％の範囲の濃度で存在する、
該組成物。
（発明２）
　発明１に記載の組成物であって、前記ペプチドは、メラノコルチンＭＣ４受容体のリガ
ンドである該組成物。
（発明３）
　発明１又は２に記載の組成物であって、前記ペプチドが、Ａｃ－Ａｒｇ－ｃ（Ｃｙｓ－
Ｄ－Ａｌａ－Ｈｉｓ－Ｄ－Ｐｈｅ－Ａｒｇ－Ｔｒｐ－Ｃｙｓ）－ＮＨ2又は医薬的に許容
可能なこれらの塩である該組成物。
（発明４）
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　発明１～３のいずれか１つに記載の組成物であって、前記ペプチドが塩形態である該組
成物。
（発明５）
　発明１～４のいずれか１つに記載の組成物であって、前記ペプチドの医薬的に許容可能
な塩が、酢酸塩又はヘプタン酸塩、及び好ましくは酢酸塩である該組成物。
（発明６）
　発明１～５のいずれか１つに記載の組成物であって、前記ペプチド又はこれらの塩は、
組成物の総重量に対して０．１～２５重量％、好ましくは０．１～１０重量％の範囲の濃
度で存在する該組成物。
（発明７）
　発明１～６のいずれか１つに記載の組成物であって、前記ゲル化剤がポリエーテル及び
ポリオールから選択される該組成物。
（発明８）
　発明１～７のいずれか１つに記載の組成物であって、ゲル化剤が、組成物の総重量に対
して１５～４０重量％の範囲の濃度で存在する該組成物。
（発明９）
　発明７に記載の組成物であって、前記ポリエーテルが、ポリエチレングリコール及び好
ましくはＰＥＧ４００から選択される該組成物。
（発明１０）
　発明９に記載の組成物であって、前記ポリエーテルが、組成物の総重量に対して１５～
４０重量％及び好ましくは２０～３５重量％の範囲の濃度で存在するＰＥＧ４００である
該組成物。
（発明１１）
　発明７に記載の組成物であって、前記ポリオールがグリセロールである該組成物。
（発明１２）
　発明１１に記載の組成物であって、前記ポリオールが、組成物の総重量に対して１５～
４０重量％及び好ましくは２５～４０重量％の範囲の濃度で存在するグリセロールである
該組成物。
（発明１３）
　発明１～１２のいずれか１つに記載の組成物であって、前記ペプチドが、それを必要と
する患者内で長期間にわたって放出される該組成物。
（発明１４）
　発明７に記載の組成物であって、前記化合物の前記放出が、以下の時間持続する該組成
物：少なくとも２時間、好ましくは少なくとも６時間、更に好ましくは少なくとも８時間
、更に好ましくは少なくとも１０時間、及び更に少なくとも１２時間。
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